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〈研 究ノー ト〉
近世後期における村人の旅
豆州君沢郡平沢村西島家の西国道中日記
岩 田 みゆき
1は じめに
近世中後期以降,西 伊豆方面の村 々に も御 師 ・神主 ・座頭 ・瞥女 ・浪人 ・俳譜師 などが多 く来
村 している(1)。中で も勧化 と称 して信者の家をまわ りお布施をうけた りお札の配布 を目的 とした
御師 ・神主な どの宗教者 の来村 は多 く,そ の範囲 も常 陸国か ら長門国 など全 国にわた っている
が,国 別でみる と明 らかに伊豆以西 の国々か らの来村者が圧倒的に多い。 これはこの地域が これ
らの宗教者等 を通 じて,い わゆる 「西 国」 との文化交流 を盛 んに行っていた ことをあ らわす もの
である。 このような宗教者をは じめ とす る遠方か らの人々の来村 が頻繁になる背景には,経 済活
動 の活性化 と安定,少 な くとも無事に行 って帰れる という安全 な旅が約束 される宿泊施 設の存
在,交 通網の整備等が考 えられ る。 また,既 に知 られているように,近 世 中期以降一般の村 人 も
さまざまな機会 に,村 を離れて遠方 に旅す ることが多 くなったのであ り,そ の相互の人々の動 き
の中で,近 世的な情報社会が熟成 していった と考 えられる②。
本稿では,近 世後期の村人の旅の0例 として,豆 州君沢郡平沢村の西国道中日記 を紹介す るこ
とにしたい(3)。この史料は,山 口徹氏が漁村 部会長を務める沼津市史編 さん事業の過程 で調査 し
た西島家文書の中か ら見出 した ものである。西島家 には近世 中期以降の3冊 の道中 日記が残 され
ている。一・つ は,年 不詳であるが,「西嶋助右衛 門」 と記載 のあ る横帳 の 「西 国行帳」である。
助右 衛 門は,元 文5年(1740)から天 明3年(1783)まで平沢村 の名主役 をつ とめ,宝 暦12年
(1762)の宗 門帳には41歳とある。助右衛門がいつ ごろ西国に向か って旅 を したのかは今 の とこ
ろ明 らかで はないが,近 世中期の旅の一端 を知 る事がで きる史料である。但 し,日 記は四月朔 日
吉原宿か ら始 まり,宿 泊 した宿名,費 用,歩 いた場所,見 聞 したもの,参 詣 した寺社な どを記載
しているが,閏4月18日 丹波亀 山あた りで記載が途絶 えている。その後 は乱丁があ り,西 国三
十三所札所三三番の谷汲観音 までの行程が,見 聞 した もの とともに羅列 されている。二冊めは,
同 じく横帳の西 島平右衛門による文化12年(1815)「西国道 中日記帳」である。 この 日記 には村
を出発 してか ら帰 るまで欠かさず記載があ り,助右衛門の日記同様宿泊 した宿名,旅 で使 った費
用,歩 いた場所,見 聞したもの,参 詣 した寺社 などを記載 している。平右衛門は,少 な くとも寛
政7年(1795)から天保9年(1983)にかけて名主役を勤めていたことが史料上確認 で き,平 右衛
70商 経 論 叢 第38巻第4号(2003.4)
門の西国行 きは名主役就任中の ことであった ことがわかる。三冊めは,横 半帳の西島平治右衛門
に よる天保14年(1843)の「西 国道中名所 日記」である。平沢村 の名 主役 は,天 保14年か ら弘
化3年(1846)まで徳右衛 門,弘 化3年 か ら嘉永2年 まで六兵衛が勤めてお り,こ の間平治右衛
門は名主役か ら離れてい る。西国へ旅 に出たのは,徳 右衛 門が名主役 を勤 め始めた天保14年の
こ とであ り,役 目を離 れた時期にあたっている。 この 日記 も,完 全な ものでは な く,5月18日
伊勢 山田か ら7月12日 長浜 までの間の記載であ り,出 発 と到着の 日付 も不明である。西島家 の
この三冊の 日記の存在は,遅 くとも近世中期 にはこの地域で,西 国三十三所巡礼をは じめとする
名所 ・旧跡 を巡る旅がさかんになっていたことを示す ものである(4)。これ らの 日記 を通 じて,当
時の庶民の旅の一例 として,旅 のルー トや宿泊 した宿,見 物 した もの,旅 の費用などの詳細 を知
るこ とができる。
ところで,こ の三冊の 日記は,同 じ家の同 じく西国 に向った時の ものであるが,そ れぞれの時
期 におけるそれぞれの関心 にもとついた西国行 きであ り,日 記の記載方法はもちろん,行 程や関
心の持 ち方に若干の違いがみ られる。本稿 では,そ の違いとその意味 まで触れる事 はできなかっ
たが,そ のための予備作業 として,こ れら三冊の旅 日記の内,旅 の行程をすべ て知る事がで き,
しか も,旅 の費用 について も詳細 に記載 されている平右衛門の文化12年の 日記 を,旅 の行程 と
旅の費用 に注 目して詳細 に検 討 してみ ることにした。
2旅 の行程
文化12年(1815)の西国行 きは,清 五郎 ・茂兵衛 ・平右衛門 ・仁左衛門の4人 の旅であった。
清五郎 ・平右衛 門 ・仁左衛門 ・茂兵衛の名 は,平 沢村 の年貢関係諸帳簿の中にみ られ,平 沢村民
であることが判明す るが,文 化期 には茂兵衛 は既 に隠居の身であった。文化2年(1805)の平沢
村 「御田畑高辻改帳」 によると,清 五郎 は所持高1斗,仁 左衛門は1石8斗3升7合3夕,平 右
衛 門は7石8斗6升7合 とあ り(57,平右衛 門はこの年村内第一位の所持高であった。茂兵衛 は文
化2年 には市郎左衛門に跡 を譲 りその名はみあた らないが,安 永9年(]780)には1石7斗8升
9合の所持 高であった。文化2年 市郎左衛 門は5石2斗7升4合 の所持高であ り,平右衛 門に次
ぐ高 を所有 している(6>。平沢村 は村 高57石余 りの海付の村であるが,そ の23%は他村民の入作
であ り,村民の田畑 の所持高は高 くない。 しかも,海 付であ りなが ら江戸時代 には漁業生産 はな
く,そ の生業の主要 な部分 は薪 などの山の林産物であった。木数で山林の所有規模 を表 した文化
10年(1813)「御 役 山高 下 改帳」に よる と,平 右 衛 門15414把,清五郎13972把,市 郎 左 衛 門
13287把,仁左衛 門7982把とあ り,い ずれ も山持 ちであったこ とが わか る。平沢村 の人々は,
田畑の所持高は低 いものの,山 稼 ぎを通 じての現金収入の道を持 っていた ことが知 られる〔7)。こ
ういった平沢村 の特質については山口徹氏 『近世海村の構造』(吉川弘文館1998)の中で正確 に位
置付け られている。
さて平右衛 門 ら4人 の旅 は文化12年2月 か ら5月 までの2ヶ 月半 に及ぶ ものであった。以下
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旅の行程 を追ってみることにしよう。
<沼 津～伊勢山田>
4人が平沢村 を出発 したのは2月28日 のことである。平右衛 門は,当 面 の旅 の費用 として,
銭1貫500文を家か ら持 ち出 している。その 日は沼津宿の船頭平吉方 に宿泊 している。泊 ま り賃
の記載が ない ことか らす ると,知 り合いであった可能性が高 い。29日沼津 を出発 し,東 海道 を
西 に向って進む。吉原宿 で休憩 し,富 士川 を渡 って由比宿の 甲州屋 市郎右衛 門方 に宿泊 してい
る。 ここで も 「泊 り賃先様御馳走被下候」 とある。30日興津 川 を渡 り,清 見寺 に参詣,江 尻宿
で休憩 している。 ここか ら仁左衛 門は他 の3人 と別れて単独 で久能山 に向 う。3人 は浅 問山に
向っている。安倍川 を渡 り,丸子宿で宿泊 している。
3月1日,藤 枝宿で休憩 し,瀬 戸川,駿 河 国 と遠江 国の国境 の大 井川 を渡 り,金 谷 宿 に泊 ま
る。2日金谷宿で ゴザ を購 入 して出発 し,掛 川宿 で休 憩,こ こか ら東海道 を外 れて秋葉 山 に向
う。その 日は森宿 に宿 泊す る。3日秋葉 山の坂 下宿で一 泊 し,4日秋葉 山 に参詣 す る。 こ こで
は,お 札のほかに,金2朱 で銭866文を購入 していることがわかる。 このように平右衛門は,銭
が残 り少な くなる と,旅 の先 々で金2朱 ずつ銭に替 えてい る。その 日の夜 は,神 沢に宿泊 してい
る。5日三河 国に入 り大野 に到着 し,そ こか ら鳳来寺参詣 に向 うが,荷 物 だけ先 に大野 か ら鳳 来
寺 門前へ送っている。夜 は鳳来寺 のふ もとの門谷 に宿泊 している。6日 豊川をわた り,新 間町で
休憩 したあ と豊川稲荷 に参詣 し,東 海道 に合流 し御油に宿 をとっている。7日 藤川宿 で休憩 し,
池鯉鮒宿で宿泊する。8日尾張国に入 り,笠寺村で休憩 し,熱 田神宮 に参詣。名古屋 でかつお を
購入 し,甚 目寺で宿泊す る。9日甚 目寺,津 嶋神社 に参詣 し,佐 屋か ら舟にのる。降 りた場所の
記載 はないが 「此 間三里」 とあることか ら伊勢国桑名で舟 をお り,四 日市 に向ったと思われる。
10日四 日市で再 び銭 を金2朱 分購入 している。四 日市か ら追分 をへて伊勢街道 を南 に下 り,内
部川 をわた り白子宿で休憩,白 子観音 と高田御門跡 を参詣する。津宿 に入 り,津 観音,阿 弥陀を
参詣 し,津 宿で一泊す る。11日雲出川 を経て松阪宿 で休憩,櫛 田川 を経 て伊勢 山田に入 り,伊
勢御 師の宿 に一泊す る。12日伊勢神宮,朝 熊 山に参詣 し,道 案 内人 に礼金 を支払 ってい る。 こ
こでも銭買いを している。 この 日,別行動 をしていた仁左衛門 と合流する。御師松葉次郎太夫方
に宿泊 している。
<伊 勢山田～熊野～田辺～堺 ・大坂>
13日山田を出発 し,熊 野街道方面へ と進む。原村 を経 て粟生村 に宿泊。14日宮川 を渡 り,三
瀬川をへて阿曽で休憩する。伊勢 ・紀伊の国境 である荷坂峠 を越 えて長嶋 に入 り,熊 野灘 に出
る。15日長嶋か らさらに南 に下 り,長 島川 を経て,高 瀬村 で休憩。馬越峠 を経て尾鷲宿 にはい
り一泊。16日三鬼 山を越 え,三 宝荒神 を参詣。三木村で休憩 し,三 木村 か ら乗合船 にの り海上
を1里 進 む。船 を下 りた場所の記載はみ られないが,お そ らく距離か らみて曽根 あた りで上陸 し
たと思われる。曽根次郎坂,曽 根太郎坂 を越 えて,二 木島の 「おふかみ坂」を経て大泊に到着す
る。17日大泊川 を越 えて,阿 田和村 で休憩,熊 野川を経 て新宮大権現 に参詣。18日浜 ノ宮には
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い り,浜 宮権現 を参詣。それよ り沿岸部 を離れて西 に向い那智 山に入 る。西国三十三箇所 第一番
札所の那智山青岸渡寺,熊 野権現 に参詣。その日は那智山坊実宝院に宿泊する。 ここで も銭 を買
い,そ の他 の買物 も している。19日再 び熊野権現 に参詣 してか ら那智山を出発 し,大 雲取 山を
越 える。那智 山か ら25丁,45丁,25丁,45丁ご とに茶屋 が あ り,さ らに石 倉茶 屋 が2軒 あ
り,休憩 しなが らの大変な峠越 である。那智 山か ら小口茶屋 まで4里 の道の りを行 き,小 口茶屋
で休憩。小口川 を舟 で渡 り,そ こか ら小雲取 山の峠 を越 える。川か ら峠 まで50丁,山 中を75丁
行 く。 この間 に も茶屋 が2軒 あ る。茶屋 か ら請川 まで75丁あ り,締 めて3里 の道 の りで あっ
た。 この 日は山道 を合 計7里 歩 き,請 川 に泊 まっている。20日,本宮 権現や その他末社 を参
詣。その ほか白河法皇 ・和泉式部の石塔 など旧跡を見学す る。湯の峯か ら山道 を行 き,な べわ り
峠 を越 えて湯川で休憩,そ れよ り岩上 峠,夫 婦坂 な ど大 山を四つ越えて近露で一泊。21日汐 目
峠 を越 え,田 辺 に出 る。こ こか ら熊 野街道 を海沿い に北 に向 い,南 部で一泊す る。22日南 部
川,切 目川 を渡 り,上 野で昼食 をとる。 日高川 を渡 り,清 姫ゆか りの道成寺に参詣す る。夜 は原
谷に泊 まる。23日鹿 ヶ瀬峠 を越 え,湯 浅 に出る。有 田川 を渡 り,か も谷峠,藤 白峠な ど四つの
峠を越 えて,紀 三井寺前町に到着 し,第 二番札所紀三井寺に参詣 し,一 泊す る。24日和歌 ノ浦
に向い,和 歌 玉津大明神,天 照大神,東 照大権現な どに参詣す る。そこか ら東の内陸部 に向い,
再び有田川 を渡 り,岩 出で昼食 をとってか ら長 田観音,第 三番札所粉河寺 に参詣 し,一 泊す る。
25日紀の川 を渡 り,志 賀村で昼食 を してか ら高野 山に参詣す る。その 日は神谷 で一泊する。 こ
の 日銭 を金2朱 分買った記録があ り,お そ らく高野山で換金 したのであろ う。
<堺 ・大坂～奈 良 ・京都>
26日峠 を越 えて慈尊寺 に参詣,紀 の川 を再び渡 り,大畑村 にて昼食 をと り,和 泉国 にはい り
第四番札所槙尾山施福寺 に向 う。施福寺 でお守 りや,金2朱 分の銭 を買 っている。夜 は横山村 に
泊 まる。27日横 山村か ら大鳥村へ 向 うが,そ の経路 は不 明であ る。大鳥村 で昼食 をと り堺 の町
に入る。堺 では買物 をしている。河内国に入 り,妙 国寺のそてつ,な にわやの松 を見学,住 吉神
社 を参詣 し,大 坂 に至 る。大坂で も金2朱 分銭 を買 っている。28日案内人 をたのみ,道 頓堀や
お城,四 天王寺 など大坂の町 を見物す る。大坂か ら南 に戻 り平野で昼食,第 五番札所の藤井寺
(葛井寺)に 参詣,夜 は太子村 に泊 まる。29日太子村か ら東 に進み大和国当麻寺 に参詣。御所 で
昼食 をとり,そ こか ら第六番札所壷坂寺 に向う。壷坂寺か ら北 に向い第七番札所岡寺 に参詣 し,
ここに泊 まる。4月1日 多武之峯,鎌 足大明神,第 八番札所長谷寺,元 興寺 を参詣 し,今 井町に
入 る。2日,今 井町か ら伊勢本街道 を北 に進み,第 九・番札所興福寺南 円堂,春 日大社,大 仏な ど
奈良の各名所 をめ ぐり,山 城国に入 り,木津川 を渡 って平尾村 ・長池で休憩。宇治に到着する。
第 十番札所三室戸寺 に参詣 し,宇 治に泊 まる。3日 山城 国第十一一番札所醍醐寺,近 江 国第十二番
札所岩間寺,第 十三番札所石山寺 を参詣,琵 琶湖畔 に出る。瀬 田の橋 を渡 らず,石 山か ら舟で草
津 に向 う。4日草津か ら第三二番札所観音正寺 に参詣,常 楽寺 で宿泊。5日第三一番長命寺 を参
詣 し,守 山で一泊。6日守 山を出発 し,瀬 田か ら大津 まで24人の乗合 い舟 で向 う。第十四番札
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所三井寺,山 城国に入 り第十五番札所観音寺,第 十七番札所六波羅蜜寺 をめ ぐり,六 角堂前で宿
泊。7日第十八番札所六角堂,東 福寺,第 十六番札所清水寺,第 十九番札所革堂をめ ぐり,再 び
六角堂前 で宿泊。8日嵯峨野 をめ ぐり,愛宕山に参詣,丹 波国に入 り亀山川を渡 って第二:.札
所穴太寺 に参詣,そ れ よ り矢田村 に向かい百姓家で一泊。9日 京方面 に戻 り,山 城国第二十番札
所善峯寺,摂 津国第二二番総持寺に参詣 し,総 持寺で一泊する。
<摂 津国～四国丸亀～摂津国室津>
10日摂津 国第二三番勝尾寺に参詣,平 野で休憩 し,池 田村 を通過 し第二 四番札所 中山寺 に参
詣す る。11日中山寺 を出発 し,山 道 を第二五番札所清水寺に向 う。12日清水寺 に参詣 し,社 で
休憩 して法華 山の麓で一泊する。13日第二六番札所法華 山一乗寺 に参詣 し,そ こか ら瀬戸 内海
に向けてすすみ,高 砂 に向 う。高砂か ら船 で四国の金毘羅 に向 う。14日は船中で過 ご し,15日
讃岐国丸亀に到着。16日丸亀か ら金毘羅,善 通寺,弥 谷寺 な どに参詣 し,16,17日と丸亀 に泊
まる。18日丸亀か ら船にの り,播磨国室津 に到着 し,そ こか ら2里 離れた大門村 で一泊す る。
<丹後半島～琵琶湖畔>
19日第二七番札所 円教寺に参詣,そ れよ り丹後方面 に向 う。市川 を渡 り,播 磨国屋形宿 で一・
泊。20日但馬国生野峠 を越えて,矢 名瀬 に宿 泊。21日但馬 国矢名瀬を出発 し,山 之峠 を越 え,
丹後 国瀧村で一泊。22日日本海 に出て丹後半島宮津湾 に面 した第二八番札所成相寺 に参詣,宮
津に一泊。23日宮津か ら海沿いを東へ行 き,「七 まが り八坂 難所」 とある場所 を経 て,由 良の湊
で休憩。川を渡 り中山をへて市場で宿 泊。24日市場 を出発 し,第 二九番札所松尾寺 に参詣。若
狭 国高浜 を経 て,本 郷 で休憩,小 浜宿で一泊。25日小浜か ら九里半街道 を駕籠で内 陸に向い,
熊川で休憩 し,琵 琶湖畔の今津 で宿泊。26日は今津 で1日 を過 ごす。27日今津か ら船 で竹生島
に向い,第 三十番札所宝厳寺,弁 財天に参詣 し,船 で長浜 に向う。
<琵 琶湖畔～中山道～松本～善光寺～沼津>
28日長浜か ら馬で西へ向い,10里離 れた池田新 田で一泊 し,翌 日白川 を経て美濃 国第三三番
華厳寺に参詣する とあるが,そ れまでのルー トははっきりしない。長瀬川 ・尾平川を経て鏡 島に
泊 まる。30日,廿軒村,太 田川 をへ て中仙道伏見宿 に宿泊。5月1日 大久手宿 に泊,2日 大久手
宿か ら峠を越 えて中津宿 に至 り,覚 明菩薩 に参詣,十 曲峠 を越 えて信 濃国 に入 る。十曲峠 では
「きつねのこうや く」 を購入 してい る。 また 「馬 にの り申 し候」 とあ ることか ら,こ の峠 は馬で
越えたことがわか る。妻籠に一泊。3日妻籠 を出て,野 尻で休憩,浦 島太郎の古跡 を見学,上 松
宿で泊 まる。4日福島で買物 をし,福 島か ら馬に乗 る。宮越 で休憩 し,薮 原で買物 をし,奈 良井
宿で一泊。5日 本山,郷 原で休憩 し,松本 で一泊。6日松本か ら馬 に乗 り,会 田を経 て,麻 績 に
一泊。7日稲荷 山宿で買物 を し,追分宿 をへて,丹 波島で犀川を渡 り,長 野 に入 り,善 光寺 に参
詣。善光寺浄円坊に一泊。8日善光寺 を出発 し,南 に下 り,丹 波島で犀川 を再 び渡 り,追分宿 を
へて,千 曲川 を渡 り,坂 木宿 で宿 泊。買物 もしてい る。9日長久保宿で一泊,10日大 門峠 を越
え,山 田新田で一泊。11日瀬沢 をへ て甲斐国にはい り,教 来石で休憩 し,韮 崎で宿泊。12日甲
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府に至 り,書物 や煙管 など買物 をす る。伊沢川 をわた り,藤 木村で宿泊。13日吉 田宿 をへ て駿
河国須走 にて宿 泊。14日,須走か ら神 山をへ て沼津 に至 る。沼津 では買物 をた くさん して い
る。その 日は沼津 に泊 まり,翌 日馬込か ら沖買い船に便乗 し,平 沢 に帰 っている。以上みたよう
に,4人 が辿った行程 は数 ヶ国にわたる,本 街道 ・脇往還 をは じめ,そ こか らも外 れた細い山道
を越え,海,川 をわたる厳 しい道の りであった。 だが,途 中船や馬,駕 籠 などの乗 り物 を利用す
るなど,徒 歩だけの旅ではなかったことが知 られる。
表1は,以 上 にた どった行程 と泊 まった宿 の名,1日 に移動 した距離,そ の 日に参詣 した社寺
な どを一一覧 にした ものである。 これによる と1日 に移動す る距離は,多 い ときで11里少 ない と
きで も4里 の道の りを進んでい る。移動 には,徒 歩のほか川舟,船,馬,駕 籠な ども利用 されて
い るが,四 国へ 渡 った時 を除 き,11里とい う最 も長 い距離 を移動 した ときは徒 歩 のみであ っ
た。宿泊 した場所 をみる と,普 通の百姓家 に泊 まった例が4日,宿 坊 に泊 まった例が4日 み られ
るが,他 はいずれ もいわゆる木賃宿 に宿泊 してお り,野 宿 したという日はない。 またほぼ毎 日途
中で休憩 し昼食 を食べた りおー¥を飲むための茶店にも立ち寄っている。この ように,遅 くともこ
のころには,宿 屋や茶店,船 や駕籠,馬 など歩 く旅 のための設備が街道 沿の宿 々に整 ってお り,
お金があれば安全 な旅が可能であった ことがわかる。 …般庶民 を含 めた旅人が これ らを利用 して
頻繁 に旅 していたことを物語 っている。
また,表1に 示 した ように平右衛 門ら一行の旅の 目的は,西 国の神社仏閣をは じめ とする名所
旧跡 をめ ぐる信仰 と見聞を広 める旅であ り,行 き先はおおまかには決 まっていたのであるが,例
えば一行の うち仁左衛門は,ひ とり久能山に向い,あ との三人は秋葉山にむかってい ることな ど
か らみてもわか るように,途 中 自由にルー トを変 えて各 自が行 ってみたい各地域の著名な社寺に
立ち寄 りなが ら旅を していたことがわかる。それはほぼパ ター ン化 されていた とはいえ旅の ルー
トが同時 にそれぞれの旅に対する意識 のあ らわれである ことを示 している。 また,4人 が合流 し
たのが,伊 勢 山田であったことを考 える と,伊 勢神宮の参拝は欠かす ことの出来ない各人の共通
の 目的のひ とつであったことを示 している。 また,こ の旅では大半が一泊で次 ぎの宿 に向かう忙
しい旅であったが,そ の中で伊勢神宮 と金毘羅 と今津 には二泊 しているの も特徴的である。今津
は雨天のためであったが伊勢 と金比羅には強い関心があ ったためである と考 えられる。
旅のルー トに関 しては,各 時代の各人の関心 の もちかたで違いがみ られることは,助 右衛 門 ・
平右衛門 ・平治右衛門三人の旅 を比較 して もわかる。詳細 な検討は他に譲 るが,今 わかる範囲内
でみてい くと,平 右衛門が掛 川宿か ら東海道 をはずれ秋葉山に向ったのに対 して,江 戸時代中期
頃西国を旅 した助右衛門は掛川宿か ら見附宿,天 竜川を渡 り,浜 名湖畔をゆき,市 野,三 ケ 日を
通 り御油 に至 っている。 また,平 右衛 門は,熱 田神宮,名 古屋,甚 目寺,津 嶋,佐 屋 と佐屋街道
をすすみ,そ こか ら川船で桑名に渡 ったのに対 して,助 右衛門は,東 海道を行 き,宮 か ら直接桑
名に船で入 っている。 さらに平右衛 門と助右衛門は,紀 伊半島を北に向 ってすすみ,堺 か ら大坂
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表1
月 日 国名 行程 宿屋 1日の移動距離 参詣社寺その他見たもの
z.zs 駿河 平沢 一沼津 宮町船頭平吉殿
29 沼津 一吉原 一(富士川)一由比 甲州屋市郎右衛門殿 8里半
30 由比 一(興津川)一江尻 一(安倍川)一丸子 萬や六左衛門殿 7里16丁 清見寺,浅 間山
3.1 駿河～遠江 丸子 一藤枝 一(瀬戸川)一(大井川)一金谷 山本や市郎兵衛殿
2 金谷 一掛川 一森 江戸屋惣兵衛
3 森 一(成居川)一坂下 かきや清蔵殿 6里
4 坂下 一(才川)一神沢 柳屋幸八殿 6里 秋葉山
5 遠江～三河 神沢 一細川 一(板倉川)一門谷 米や清蔵殿 鳳来寺
6 門谷 一(豊川)一豊川一御油 炭屋新太郎殿 豊川稲荷
7 御油 一藤川 一池鯉鮒 中葉や半九郎殿 8里半
8 三河～尾張 池鯉鮒 一笠寺 一名古屋 一甚 目寺 かきや定七殿 9里半 熱田神宮
9尾張～伊勢 甚 目寺 一津嶋 一佐屋 一(木曾川ほか)一桑 伊勢屋甚右衛門殿 10里 甚 目寺,津 嶋天王
名 一四日市
10 四 日市 一(高岡川)一(内部川)一白子宿 一 湊屋源太郎殿 8里半 白子観音,高 田御 門跡,津 観音
11
津
津 一(雲出川)一松坂 一(櫛田川)一山田 御師 さま 9里
12 山田 御師さま 伊勢神宮,朝熊山
13 山田 一原一粟生 西村屋久兵衛殿 6里半
14 粟生 一(見瀬川)一阿曽 一長嶋 猪之路や小平次殿
i5 長嶋 一(長嶋川)一高瀬 一尾鷲 伊勢や喜兵衛殿 6里
16 三木 一(海上)一曽根 一二木島一大泊 松屋甚兵衛殿 9里半 三宝荒神
17伊勢～紀伊 大泊 一(大泊川)一阿田和 一(新宮川)一新 材賀や久米八殿 5里半 新宮大権現
18
宮
新宮一那智山坊 実宝院 4里半 浜宮大権現,青岸渡寺(1番札 所),熊野権現
19 那智山 一小雲取 山一請川 河内川喜右衛門殿
Za 請川 一湯の川 一岩上峠 一近露 あたらしや定八殿 本宮権現ほか,白 河法皇 ・和泉式部石塔,
湯峯小栗判官てるての姫石塔
21 近露 一汐 目峠 一田辺 一南辺 碓や孫八殿 9里 G
22 南辺 一(南部 川)一(切目川)一上 野 《 日 岩谷三四郎殿 8里半
高川)一原谷
23 原谷 一鹿 ヶ瀬峠 一湯浅 一(有田川)一藤 白 中や又吉殿 弘法大師爪書地蔵3カ所
峠一紀三井寺前町
24 紀三井寺前 一和歌 ノ浦 一(有田川)一岩 出 左手や吉兵衛様 和歌玉津大明神,同天照大神,東照大権
一粉河寺 現,長 田観音,紀 三井寺(2番札所),粉河
寺(3番札所)
25 粉河寺 一(紀ノ川)一志賀 一高野山 一神谷 和泉嘉右衛門殿 8里半 高野山
26紀伊～和泉 神谷 一(紀ノ川)一大畑 一楓野尾山 一横 山 米や宇右衛門殿 7里 慈 尊寺,施 福寺(4番札所)
27和泉～河内 横 山一大鳥 一堺 一大坂町長町 河内屋嘉兵衛殿 妙 国寺 そてつ,な にわやの松,住 吉四社 明
神
28 大坂 一平野 一藤井寺 一上之太子 かじや定八殿 6里 大 坂町見物,生 玉様 ・同新町阿弥陀池,四
天王寺聖徳太子 ほか,葛 井寺(5番札所)
29河内～大和 上之太子 一当麻寺 一御所 一遠賀寺 かどや七郎兵衛殿 7里8丁 当麻 寺,壷 坂 寺(6番札 所),岡寺(7番札
所)
4.1 遠賀寺 一奈良今井か ど町(今井) 米屋彦兵衛殿 11里 多 武 之 峯,鎌 足 大 明 神,長 谷 寺(8番札
所),元興寺
2 大和～ 山城 今井 一(木津 川)一平尾 一長池 一宇治 かどや喜右衛門殿 7里23丁 興福寺南円堂(9番札所),春日大明神,大
仏な ど,三宝戸寺(10番札所)
3 山城 ～近江 宇治一笠取 一石山 一(舟)一草津 彦根や源蔵殿 8里12丁 醍醐 寺(11番札所),岩間寺(12番札所),
石山寺(13・番札所)
4 草津一常楽寺下 百姓家 観音正寺(32番札所)
5 常楽寺下 一守山 よりとや新右衛門殿 7里 長命寺(31番札所)
6 近江 ～山城 守山 一瀬 田一(舟)一大津 一京六角堂前 こふ りや宗二郎殿 三井 寺(14番札所),観音寺(15番札所),
六波羅蜜寺(17番札所)
7 六角堂前 こふ りや宗二郎殿 六角堂(18番札所),東福寺,清 水寺(16番
札所),革堂(19番札所)
8 山城 ～丹波 六角堂前 一嵯峨 一愛宕山 一(亀山川)一穴 百姓家文七殿 7里 嵯 峨 の釈 迦 様,愛 宕 山,穴 太 寺(21番札
太 一矢田 所)
9丹波～山城 矢田 一総持寺 かどや小三郎殿 8里 善峯寺(20番札所),総持寺(22番札所)
～摂 津
10 総持寺 一平野 一池田 一中山寺観音様 津国や八左衛門殿 6里12丁 勝尾寺(23番札所),中山弄(24番札所)
11摂津～播磨 中山寺 一清水 大沢仁兵衛殿 9里8丁
12 清水 一や しろ 一法華 山之坂 本 大坂屋八兵衛殿 8里12丁 清水寺(25番札所)
13 坂本 一高砂 一(舟) つ りや伊七郎殿 4里 一乗寺(26番札所)
14播磨～讃岐 舟中
15 舟中
16 丸亀 米屋弥太郎方 高砂 よ り海上34里 金毘 羅山,善 通寺,弥 谷寺
17 丸亀 米屋弥太郎方
1$讃岐～播磨 丸 亀 一(船)一 室津 一(し ょ う じ川)一 大 門 肥後や義兵衛殿
19 大 門一書写 一(市川)一屋形 百姓家嘉右衛門殿 9里 円教寺(27番札所)
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20播磨～但馬 屋形 一生野峠 一矢名瀬 かこや安兵衛殿 11里
1
21 但馬～丹後 矢名瀬 一瀧 米屋源八殿 7里
22 瀧 一成相 一宮津 橋本や八右衛門殿 6里半 成相寺(28番札所)
23 宮津 一由良 一(川船)一市場 升や与市左衛門殿 8里8丁
24 丹後～若狭 市場 一高浜 一本郷 一小浜 塩や嘉兵衛殿 8里半 松尾寺(29番札所)
`L5若狭～近江 小浜 一熊川 一今津 くらや佐進右衛門殿 9里半
2& 今津 くらや佐進右衛門殿
27 今津 一竹生島 一長浜 伊勢や五兵衛殿 海上7里 宝厳寺(30番札所),弁財天
28近江～美濃 長浜 一池田新田 見付や清蔵殿 10里
29 池 田 一(白石 川)一谷 汲 一(長瀬川)一(尾 百姓家善右衛門殿 8里28丁 華厳寺(33番札所)
平川)一鏡 島
30 鏡 島一廿軒 一(太田川)一伏見 大和や忠兵衛殿 9里
J.1 伏 見一大 久手 丸屋藤四郎殿 6里 みたけ薬師
2 美濃～信濃 大久手 一中7一 籠 花や定吉殿 10里 中津峠覚明菩薩,木曾義仲のかぶと観世音
3 妻籠 一野尻 一上松 白木や半九郎殿 9里半 うら しま太郎古跡
4 上松 一福島 一宮越 一薮原 一奈 良井 笹や和助殿 7里
r 奈良井 一本山 一郷原 一松 本 うる しや民右衛門殿 9里半
s 松本 一会田 一麻績 かみや弥三郎殿 8里
7 麻績 一稲荷由 一追分 一丹 波島一善光寺浄 浄円坊 7里 善光寺
円坊
8 善光寺 一(犀川)一追 分 一(千曲川)一 坂 大黒や佐市殿 7里
木
9 坂木 一長久保 山崎や源右衛門殿 8里
10 長久保 一柏野 一山田新 田 おふみや又右衛門殿 9里 いも り山大権現
11 信濃～甲斐 山田新 眼一瀬沢 一教来石 一韮崎 つたや小平次殿 11里
].2 韮崎 一甲府 《 伊沢川)一藤木 中村屋幸兵衛殿 9里半
13 甲斐～駿 河 藤木 一吉田 一須走 和泉や茂兵衛殿 9里
14 須走 一沼津宿 宮町屋祢や粧五右衛門殿 9里
15 沼津 一馬込 一(沖買舟)一平沢
にはいっているが,天 保14年 に旅 に出た平治右衛 門は,堺 と大坂 に寄 らず,直 接 西国三十三番
札所の うち四番棋野山か ら五番藤井寺に向い,奈 良方面へ進んでいる。助右衛門の日記では堺 ・
大坂 には二泊 してお り,そ の記述量 も多いことか ら,か な り高い関心 をもって滞在 してたことが
わかる。堺 ・大坂 に向かわなか った平治右衛門は,こ の地にはそれほ ど関心 をもっていなかった
のか もしれない。札所の巡 り方 も三者三様であ り,必 ず しも順番 どお りではない。助右衛門は,
奈良町 を見物 したあ と,比 叡 山にも登っているが,平 右衛 門 ・平治右衛門には比叡 山参詣の記載
はない。摂津国二四番札所中山寺を過 ぎた後,平 右衛門は清水,二 五番札所清水寺,社,二 六番
札所法華 山,高 砂 とすすみ,高 砂 か ら四国にわたっているが,助 右衛 門は金毘羅 には向っていな
いの。平治右衛 門は,金 毘羅 に渡っているが,西 宮,兵 庫,須 磨,垂 水,明 石,大 久保,長 池,
と海側 を進み,高 砂か ら四国に進んでいる。平右衛 門が金毘羅 で二泊 しているのに対 して,平 治
右衛 門は金毘羅 は一泊のみです ぐに帰路 についている。平右衛 門は,四 国か らの帰路,丸 亀か ら
船で室津 に渡 っているが,平 治右衛 門の時 は高砂 に船で戻 る途中風向 きが悪 く船が流 され,三 日
間船 中で過 ごし,翌 日備前国牛窓に着船 している。そこか ら三 ッ石,梨 原,有 年 と戻 り,二七番
札所書写 山に参詣 している。平右衛門は,書 写 山参詣後,屋 形,生 野峠,矢 名瀬,瀧 と進んで丹
後半島に向うが,平 治右衛門は,姫 路,二 六番法華山,二 五番清水 山を経 て,古 市,福 知山を経
由 して丹後半島に向っている。 このように部分的にではあるが,全 く異なる道をすすんでいる。
この ように,そ れぞれが見 たい ものを旅のルー トに組み込んで見物 し,ま た,街 道 もその時 々
で異 なった道 を選んだのである。 また,同 じルー トであって も宿泊地や宿屋 も異 なっているので
あ り,行 き方はそれぞれ個性があった。 この ように部分的ではあるが,異 なる道や地域 をゆ くそ
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の意味を考えるべ きなのであろう。おそ らくこの三者のルー トや来訪する場所 の相違 は,そ の共
通性 とともにその時代の流行や,そ れぞれがあ らか じめその土地 に対 して得ていた情報 に影響 さ
れた ものである。その点の検討が今後の課題 となる。
3旅 の費用
平右衛 門の旅 日記の特徴のひ とつに,旅 の間の金銭の使用状況がわか ることがあげられる。平
右衛 門の 日記には,大 きく分けると①宿泊費,② 休憩の費用,③ 交通費 ・運搬費,④ 買物,⑤ そ
の他,⑥ 銭への換金の6項 目にわたる費用の記載がみ られる。表2は,こ の分類 に基づ きこの旅
で使用 した金額の内訳 をみたものである。①宿泊費は,宿 泊 した宿屋 に支払った米代 と木銭代で
ある。②休憩の費用は,昼 食代 とお茶の代金である。お茶だけの場合 もあ る。休憩は1日 に一回
の場合 もあれば,峠 越 えな どの場合 は数 回に及ぶ場合 もみ られる。③ の交通費 は,川 船 の渡 し
賃,橋 の渡 り賃,船 の料金,馬 の料金,駕 籠の料金 など交通に関わ る費用で ある。 また運搬 費
は,荷 物送 り賃である。④ の買物 は旅先で購入 した,お 札やお土産代 などと,わ らじ代である。
わ らじの購入がその都度記載 されていることか ら,わ らじが この旅でどれだけ消費 されたかを知
ることがで きる。⑤その他は,髪 結い代や御 師へ のお礼,案 内賃,祝 儀 な どが含 まれる。⑥ の換
金は,金 を銭 に換金 した記録 である。
まず経費の全体 をみてみ よう。 この旅で使用 した経費は,日 記 によると金3両2分 銭200文と
記載があるが,日 記か ら拾 った数字か ら合計金額 を出す とS必 ず しも合計金額が一致 しない。記
載 もれがある可能性があるが,こ こでは表2に 従 ってみてい くことに しよう。表による と,こ の
旅で使用 した合計金額 は19669文で1両 当 り6800文で計算する と約3両 ほ どになる。 この額 か
らする とそれほ ど贅沢 な旅ではなかった,む しろかな り節約 した旅であった と思われ る。その内
訳 をみると,19669文中①宿泊費が8404文で約43%を 占めている。次 ぎに④買物が わ らじ代 も
含 めて約34%を 占めている。③交通費 は約16%,②休憩の費用が約5%,⑤ その他が約2%
である。では,そ れぞれについて詳 しくみてみたい。
①宿泊費一米代 ・木銭代
表1と 表2を 付 き合 わせると,宿 ごとの宿泊費がわかるが,地 域 によって,あ るいは泊まる宿
の種類 によって宿泊費 に高低がみ られる。平均 は,船 中を除 き,一 泊118.36文であ る。 まず平
均以上の宿 をみ ると,駿 河国丸子,遠 江国金谷,森,坂 下,神 沢,三 河国門谷,御 油,伊 勢 国山
田,紀 伊 国那智 山,大 和 国今井,山 城国京,讃 岐国丸亀,信 濃 国善光寺である。 この うち丸子 ・
金谷 ・森 ・坂下 ・神沢 ・門谷 ・御油,奈 良の今井,京 都六角堂前は,昼 食代込みの金額であ り,
丸亀 は役所入用込みの金額 なので,実 際には平均以下の可能性 もある。ただ し,今 井町は 「はた
ご」 と記載があ り,昼 食代 を差 し引いて も宿泊代は高いほうであるといえる。 また三井寺,観 音
寺,六 波羅蜜寺 など札所が近接 してお り,札所巡 りに便利 な場所であった京都の六角堂前の宿屋
も初 日は168文,二日目は160文とあ り,昼食込みの値段 とあるが,宿 泊代 としては平均以上 で
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表2 単位 文
月 日 ①宿泊費 ②休憩 ③交通・運搬費 ④買物 ⑤その他 合計 ⑥換金
(米代 ・ (昼食 合計 川船 橋 海㈱ 馬 駕籠 運搬 わら じ代 その他
木銭代) ・茶 代) 渡賃 上船 費 (文)
2.28 200米その他 `ZOO1500持出
29 }
3Q 128 19 224 224 366
3.1 ]34 12 374 セ374 5zo
7 124 L4 36 ござ 174
3 148 8 14 14 191足 184
4 1'L9 4 18 18 120お守り大小 `L66 866金2朱
J 120 4 30 6 24 6 お札 160
6 134 4 4 4 121足 754
7 111 8 35すかり網代 154
8 AO8 8 400かつお代 32髪結い代 548 884金2朱
9 113 44 Z6 26 183
10 96 1G 10 ]0 1141足 136 866金2朱
王
りθ】-
501/
50(?
1.2
96
14 ∵ 1`112 足1足 153(御師 へ お 538761 884金2朱
礼.浅間山案
内人へ礼)
3
411
60
Boa
"L8
8 6 16} 111足 41 お守 り 32 (礼) 161125
IJ 94112 4 4 101足 120
16 98 8 32 3`L 111足 149
17 102 H 27 27 lU1足 18 お守 り 165
18 20Q 8 141足 74紙3丈 296 874金2朱
19 ]09 3 3 6 1足 118
'LO
109 4 --3
L1 103 4 23 3足 130
2'L 109 8 14 17 3 131
33 111 4 6 6 121
`L9 !09 1'L 5 5 6 ユ足 132
L5 cos lo 6 6 lUユ足 131 805金2朱
26 95 8 2 2 12Aお守 り zzs 872金2朱
27 146 8 600 754 875金2朱
2H 100 7? 121足 32大坂町案内 161
賃
`L9 97 16 12!足 125
4.1 2〔X} ]2 121足 `L24
2 93 1$ 12 12 100お守 り 24奈良町案内 'L57 880金2朱
賃
3 zi3 ・7 R 8 121足 145
4 y3 Y2 105
5 98 4 121足 114
6 168 4 18 18 190
7 160 320行李 Aso
8 94 3 3 97 87&金2朱
9 103 10 121足 ユ25
]U 95 2 1 7 27 2足 126
ll lO2 8 110
12 91 12 8 焼酎 111
13 fi4 1017 3 1014 Ei1足 229ふ とん ・焼酎 など 1316 $76金2朱,
ほかに金
i 1分銭買
1 差引
1.4
15 IQ小夫 24
16 ].ri(?50 131足 150お守 り代 ・焼酎 18小夫 381
17 150 101足 Iso
18 94 lfi 76 ]61足 /26
19 96 8 4 4 6 工足 11A
20 97 7 6 1足 ilO
2/ 9fi 0 1'L1足 108 884金2朱
L'? 99 4 142足 117
23 105 6 4 4 162足 24焼酎 155
24 lOFi 16 7 1足 129
2;a 107 8 650 {i50 8 酒代 773
26 9'7 16 133 88fi金2朱
77 92 24 75 75 If/焼酎 16船頭に祝 227
2H 91 14 174 1741 101足 289 880金2朱
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4.29 83 10 22 22 115 880金2朱
30 92 S 24 24 101足 134
5.1 99 7 242足 130
2 $5 18 116 its 21 2足 12膏薬 252
3 89 8 97
4 85 8 80 80 X77半紙代,く し2 650 848金2朱
5 90 20 101足 120
6 89 20 72 72 222足 --紙 214
7 124 8 47 47 350水入れ ・数珠 529 1724金1分
8 89 32 69
、
69 212足 866紙3丈,血脈3人 分, 1077
手縫 い地,曲 物な ど
9 94 94 848金2朱
io 71 12 1足 83
11 78 8 86
12 ss 20 8 8 13 1足 304書 籍 ・きせ る ・七 っ 443
鉢
13 97 16 141足 127
14 35 252足 1727つけ き ・元結 ・扇子 1787
2箱 ・風 呂 敷2・ 手
拭5筋 ・ぞう りほか
合計 8404 8823240102411 1089442650 24 55253足6260 331 1966918010金2両2
(文) 分2朱
あ ろう。 しか し,こ うしてみる と,実 際には,伊 勢神宮,那 智熊野山,信 濃 国善光寺な どの著名
な神社仏閣の宿坊の宿泊費が最 も高価であったこ とがわかる。中で も,伊 勢 国山田で は伊勢の御
師の宿坊に宿泊 しているが,こ こが最 も高 く一泊500文で群 を抜 いている。次 ぎに高いのは一泊
200文の熊野那智山の宿坊であ るが,伊 勢神宮 は当時 として も特別 な存在で あった ことがわか
る。
平均以下 をみてみると,特 に印象的なのは,瀬 戸 内か ら中国山地を越えて丹後半島にかけての
播磨 国,但 馬国,丹 後国の宿 と,美 濃国か ら信濃国 ・甲斐国にかけての宿 は全体 か らみて も安価
であることがわかる。 また宿の種類でみる と,船 中泊のほかは,宿 坊 ・旅籠 ・木賃宿 ・百姓家 な
どがあ り,先 にみた ように宿坊 ・旅籠 は平均 以上 で,「百姓家」 とあるのは一般 の百姓の家 に泊
めて もらったということであろうが,米 代 ・木銭 は支払 ってお り,木賃宿同様宿代 は安価 であっ
た。船に宿泊 したのは,四 国に渡 る時である。 このときにかな り高額 を支払っているが,そ れに
ついては交通の ところでみることに しよう。
ところで,助 右衛 門の時の旅行では,宿 代 は どれほどであったろうか。 日記には部分的 にしか
記載がないが,平 右衛門 と宿泊場所が一致する宿場 についてみると,例 えば遠江 国の金谷では一
泊40文,三 河国御油 では二 日分で一泊80文,伊 勢国四 日市で は一泊42文 とある。 またそれ以
外 をみて もほぼ40文代であることが 日記の記載か らわかる。それか らす ると平右衛 門の時 は,
宿代 がお よそ3倍 に跳ね上が っていることがわか る。
②休憩一 お茶代 ・昼食代
旅先では,昼 食 をとった り,お茶 を飲 む時,一 日に1～2度は休憩 をしている。おそ らく茶店
に立 ち寄 っていると思われる。 日記 には 「中喰,茶 代」 として昼食 とともに記載 される場合が多
く,安 い ときは一回2文,高 い時 は50文とあ る。金額はわずか なものであるが,尾 張国津 嶋や
佐屋,伊 勢神宮 に近い朝熊 山,丸 亀,な どは茶店の代金 も高 くなっている。茶店代 はともか く,
行 く先 々でこの ような茶店があ り,昼 食 をとり損 なうこ とはなかった。
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③交通費 ・運搬費
交通費 としてあげ られるものには,川 の渡 し賃S橋 の渡 り賃,海 上や湖上での船賃,馬 賃,駕
籠代 などがある。川の渡 し賃 については38ヶ川の記載があ る。渡 し賃は川の大小 に よって2文
か ら358文まで幅があるが,最 も高いのは大井川であ り358文,次ぎに安倍川で200文である。
それ以外の河川 は,2文 か ら高 くて も信 濃国の犀川の47文であ り,こ の両河川が群 を抜 いてい
ることがわかる。橋代 は伊勢国雲出川 と紀伊国南部川,摂 津国巡礼橋の三箇所 の記載がみ られる
が,い ず れも6文,3文,2文 と微 々たる金額である。 また船 に乗 って海上 を行 くケースが二つ
み られる。一つ は,3月16日 の伊勢 国三木か ら曽根 までで,乗 合で海上を行 き32文の船賃 を支
払 っている。 もうひとつは4月13日 か ら14日にか けて の播磨 国高砂か ら讃岐 国丸亀へ むけて
渡 ったケースである。 この船賃 は銀9匁 とあ り,銭 に して1014文かかっている。又船賃以外 に
蒲団代100文,焼酎65文 も購入 してお り,金 毘羅参詣は大変 な費用がかか っていることがわか
る。 また,琵 琶湖 を船で移動す るケース も二例み られ,4月6日 瀬 田か ら大津 にむけて24人乗
りの船 で移動 してお り,一・人18文であ った。 また4月27日 竹 生島に渡 った ときは今津一竹生
島一長浜間を船で渡 り75文支払 ってい る。馬 を使用 したの は,旅 の後半 にあた り4回記載がみ
られる。一つは4月28日 近江国長浜か ら美濃国池田新田に向 う途中であ り,174文支払 ってい
る。 また信濃 国に入 り,5月2日 に中津宿 か ら妻籠宿 の問を116文,5月4日信濃国福 島か ら奈
良井宿の間を80文,5月6日 松本宿 か ら馬にの り72文を支払 っている。駕籠 を使用 したの は,
一回で,若 狭国小浜か ら熊川 を経て今津 にいたる九里半街道で,合 計650文支払 っている。
しか し,い ずれ にして も,旅 全体 にかかる費用の内交通 費の 占める割合 はそれほ ど多 くはな
い。 自分 の足 で歩 く旅が基本だったか らである。
④買物
買物 はわらじ代 とそれ以外(お土産代など)に大 き く二つに分けてみた。わ らじは表か らも明 ら
か なように,旅 の途中で頻繁 に購入 している。場所 によって値段 も異 な り1足6文 ～14文と幅
があ り,購入 の し方 も一足つつの場合や2～3足 つつ まとめて購入する場合 とがみ られる。 この
旅で購 入 したわ らじは全 部で53足であ り,平 均す るとほぼ1.5日に1足 のわ らじを購 入 し消費
したことになる。わ らじをどこで購入 したのか までは記載が ないが,お そ らく街道沿いの農家の
農間余業 としてつ くられ販売された ものである。その消費量の多 さを考 えると,旅 人口の増加 と
わ らじ作 りといった農間余業 との関係 を考 えざるをえない。 このように,わ らじが旅人の不 自由
がない ように旅の先々で販売 されていた事実は,一 般庶民の旅人口の増加 と同時 に,街 道沿 いの
村 々では,旅 人むけのわらじ生産が活発 になされていた ことを示 している。
買物 は,そ の他参詣 した神社仏閣でのお札 ・お守 りの他 ござ,紙,行 李,焼 酎,ふ とん,膏 薬
な ど旅の先々で必要 になった ものや,土 産物 と思われる もの もあ る。旅 の前半 では名古屋 で鰹
鰹 節であろう)を購入 した記事がみ られる。旅の後半で は特 に土産物 の買物が多 くな り,信濃 国
薮原,奈 良井では櫛,稲 荷山宿では水入れ,善 光寺では数珠,紙,血 .脈,手縫い地,曲 げ物,甲
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府では書物,き せ る,鉢,沼 津宿では附け木,元 結,ぞ うり,扇 子,風 呂敷,手 拭いな ど多 くの
買物 をしているのがわか る。土産物の額でみて も,ま た旅でつかった費用全体 でみても,旅 の終
りにあたる沼津宿 で一番多 くお金を遣っている。
⑤ その他
その他 には,尾 張 国甚 目寺 での髪結い代,伊 勢神宮での御師や,朝 熊 山案 内人へのお礼,大
坂 ・奈良の町の案内賃,船 頭への祝儀,な どが含 まれる。大坂 ・奈良で は既 に観光 ガイ ドがいた
ことがわかる。
⑥銭買い
平右衛 門は,家 から銭1貫500文を持 って出かけたことを日記に記載 しているが,そ れ以外に
金 を携 えていたことが,道 中各所で 「銭買い」 と称 して金 を銭 に換 金 している記録か ら知 る事が
できる。換 金は,遠 江国秋葉山,尾 張国甚 目寺,伊 勢 国四 日市,朝 熊山,紀 伊国那智山坊,高 野
山の麓の神谷村,和 泉国愼野 山,河 内国大坂 町,山 城 国宇 治,丹 波国矢田村,播 磨 国法華 山観
音,但 馬国矢名瀬,美 濃国池 田新田,鏡 島,信 濃国奈良井宿,善 光寺,長 久保宿で行 なわれ,金
2朱つつ銭 に替 えられた。善光寺のみ金1分 換金 している。換金の場所 は具体的 には記録 されて
いないが,神 社仏閣やその周辺の宿村,大 坂 などの町場での換金が多 くみ られる。
4お わりにかえて
本稿では,西 島家の三冊の旅 日記の中か ら西島平右衛 門の文化12年の 「西国道中 日記帳」を
とりあげ,旅 の行程 と費用 についてで きるだけ詳細 に追 って見た。旅 日記 はよくみかける史料で
あるが,そ の記載内容 から,旅 の行程 ・費用 はもちろんの こと,そ こか ら各人の旅の意識 まで探
れるのではないか と思 う。い うまで もな くこの旅は,観 音信仰 に基 く西 国三 十三所 巡礼 を軸 に
し,周辺の神社 ・仏閣め ぐりを含めた信仰の旅であったが,同 時 にこの機会 に各所 を見 聞し,そ
れ まで人か ら聞いた り,書物で読んだ知識 を実地 に確認 をし,さ らに新たな知識を吸収す る旅で
もあった。 しか し,同 じ西 国に向った旅であって も,三 冊の旅 日記は,各 時代,各 人 によって旅
す るものの意識の違いを垣間見 させている。例 えば西 島家 に残 る旅 日記 をみて も,文 化12年の
平右衛 門の 日記が,旅 の行程や歩 いた距離,金 銭 の出入 を淡々と記録 し,そ れほ ど感想 を記録 し
ないが,最 後 まですべての行程 を記録 し,最 後 に歩いた総距離数 と,使 用 した金銭の総計 まで記
録 しているのに対 して,天 保14年に旅 に出た平治右衛 門の 日記 は,金 銭 に関す る記載はわずか
であ り,そ の 日の天気や,名 所旧跡のほか各土地土地の産物や地理的特徴が こまめに記載 され,
土地に対す る関心が強い。 また,平 治右衛 門の 日記が 「西国道中名所 日記」 と題 され,伊 勢山田
か ら記載が始 まっている事 も注 目で きるであろう。 この ような記載の違い,見 聞 した ものの違
い、 さらに行程の違いが,各 人の どのような意識の違いを反映 してい るのか,ま たこれが個人の
資質 による違いなのか,あ るいは時代 による変化を反映 しているのか は,当 時の情報社会の特質
をふまえた上で,今 後 より詳細 な検討 をす る必要があろう。 さらに,以 上にみたような庶民 レベ
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ルにまでいたる盛んな旅の流行が,近 代的情報化社会の母胎 となるものなのか どうか。 これが近
代 になって どのように変化 していったのか という問題 もある。今後の課題 としたい。
注
(1)拙稿 「海村 を往 き来する人々について一 豆州江梨村の村入用帳の記載か ら一」(『沼津市史研究』11)
(2)旅日記 ・交通史に関する研究文献については西和夫編 『伊勢道中 日記」(平凡社1999)に文献一覧が掲
載 され便利である。
(3)本稿で使用する西島家文書は,す べて沼津市歴 史民俗資料館所蔵である。
(4)西国三十三所巡礼は,そ れを模 した坂東三三 ヶ所巡礼,秩 父三四 ヶ所巡礼とともに,近 世初頭か らこの
沼津地域で も行なわれていたことが報告されてお り(『沼津市史資料編 民俗』p.559),はや くか ら庶
民の間に広まっていたことが知 られる。 しか し,ご く一般の庶民までもがいけるほど頻繁 になったの
は,近 世中期以降のことであるとされている。
(5)～(7)田上繁氏 「豆州平沢村における 「役」負担の基準について」『沼津市 史研究5』1996)参照。
(8)金毘羅参詣は江戸時代中頃か ら流行 した とされ,そ の流行にのっての参詣であったとみ られる。また旅
のルー トの変遷については山田由香里氏が 「江戸時代の伊勢参宮一旅の移 り変わ り」(西和夫編 『伊勢
道中 日記』第4章 平凡社1999)で詳細に検討 している。
